
復
興
庁
令
・
省
令

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

八

再
就
職
先
の
業
務
内
容

九

再
就
職
先
に
お
け
る
地
位

十

離
職
後
の
就
職
の
援
助
（
最
初
に
機
構
役
職
員
と
な
っ
た
後
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
当
該
援
助
の
内
容
（
離
職
後
の
就
職
の
援
助
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
旨
）

２

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
機
構
役
職
員
は
、
当
該
届
出
に
係
る
前
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
理
事
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
機
構
役
職
員
は
、
当
該
届
出
に
係
る
約
束
が
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
理
事
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
理
事
長
に
よ
る
報
告
）

第
八
十
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
当
該
年
度
の
四
月
一
日
以
後
遅
滞
な
く
、
当
該
年
度
の
前
年

度
に
さ
れ
た
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
並
び
に
同
年
度
に
講
じ
た
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
積
立
金
の
処
分
に
係
る
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
八
十
一
条

令
第
五
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
復
興
庁
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

令
第
五
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
最
終
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表

二

同
項
に
規
定
す
る
期
間
最
終
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書

三

承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額
の
計
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
書
類

附

則

こ
の
庁
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
復

興

庁
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
環

境

省

令
第
一
号

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
第
八
号
及
び
第
三
項
、
第
百
十
四
条
第
一
項
、
第
百
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百
二
十

五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
業
務
運
営
に
関
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

文
部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

農
林
水
産
大
臣

野
村

哲
郎

経
済
産
業
大
臣

西
村

康
稔

環
境
大
臣

西
村

明
宏

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
業
務
運
営
に
関
す
る
命
令

（
中
期
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
一
条

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）は
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
期
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
中
期
計
画
を
記
載
し
た
申

請
書
を
、
当
該
中
期
計
画
の
最
初
の
事
業
年
度
開
始
三
十
日
前
ま
で
に
（
機
構
の
最
初
の
事
業
年
度
の
属
す
る
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
成
立
後
遅
滞
な
く
）、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
は
、
法
第
百
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
中
期
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
期
計
画
に
定
め
る
研
究
開
発
等
業
務
の
運
営
に
関
す
る
事
項
）

第
二
条

法
第
百
十
三
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
研
究
開
発
等
業
務
の
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

二

人
事
に
関
す
る
計
画

三

中
期
目
標
の
期
間
を
超
え
る
債
務
負
担

四

積
立
金
の
使
途

五

そ
の
他
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

（
年
度
計
画
の
記
載
事
項
等
）

第
三
条

法
第
百
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年
度
計
画
に
は
、
中
期
計
画
に
定
め
た
事
項
に
関
し
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
は
、
法
第
百
十
四
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
年
度
計
画
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
変
更
し
た
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
届
出
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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